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Alkohol 
in der Ver kehrsmedizin I仁
アルコーJレと交通医学一一一』
飲酒運転と交通事故との関連性については，各国ともその因果関係を重視し，飲酒運転禁止
の方向で，その法律化と規制の実施に多大の努力を払っている。しかし， 国によって飲酒習
慣，国民性，道路事情などが異なるので，飲酒の判定方法，判定基準およびその実施にはかな
りの聞きがみられるのが現状である。
体内アルコール濃度の測定にあたっては，当然のことながら，法的強制力を伴なう検査材料
(呼気・血液・尿・唾液など)の採取ならびに検査方法の確立とが前提となる。現在，呼気検
査を実施している国は，日本とチェコと英国であり，アメリカおよび西ドイツでは呼気検査を
予備試験として行なっており，その他の多くの国においても血液による血中アルコール量の定
量が強制的に実施されている。
呼気検査は街頭検査としては最も容易なものではあるが，く呼気〉中には肺胞内空気(血中
アルコーJレ量と肺胞内空気中のアルコール量とは大体平衡関係にあり，その比は 2，000:1であ
る)ばかりでなく，気道中の空気の混入は避けられず，吸気の混入も，ある程度は技術的に可
能であり，したがって、法的規制を適用する検査材料としては適確性を欠くものと言えよう。さ
らに，検知管による測定値の正確性にも限界があり，呼気の採取方法，呼気採取用の容器にも
検討が加えられてはいるが，予備的試験の段階を越すことはできそうにない。
一方，血液検査が実施されている国々(スェーデンにおいて， 1934年に初めて血液検査が法
的に認められた)'においては，アルコーJレ全般に関する検討がすすめられ(最近ではアルコー
ノレと睡眠剤， トランキライザーとの共同作用など)，血中アルコールの定量性に関しでも，エ
チルアルコーJレに対して特異性の高い方法の開発とそのJレチン化に努力がなされ，法医学教室
がその中心的役割を果してきた。
西ドイツにおいては，警官は採血用特殊試験管を携帯しており，交通事故当事者に，医師に
よる身体検査および採血を命ずることができる。血液は直ちに所轄の法医学教室へ送付され，
血清について血中アルコール量を Widmar~ 法(化学的方法) で3回， ADH法(酵素法)
で2固定量され，もし血中濃度が法定以上の場合には，被検者は採血から濃度測定に至る全て
の費用を負担しなければならない。死体血の場合には，死後変化に伴なうアルコールのー新生成
を考慮してガスクロマトグラフィーによる定量が追加されるのが普通であり，採血部位も死後
の細菌増殖の影響と胃内に残留するアルコールの拡散の影響とを受けにくい大腿静脈に限定さ
れている。採血は単独事故の死亡者(非解剖例)に対しても行なわれ，血中アルコール量が，
刑法上，民法上，行政上の責任ばかりでなく，保険金の裁定にも重要な証拠能力をもっ地位を
占めるに至っている。
飲酒運転時の血中アルコールの最大許容量も各国とも次第に厳格になってきているが，国情
により，かなりの差がみられる。 0.3mgfml (チェコ)， 0.4 mgfml (英国)， 0.5 mgfml (日本，
スェー デン)， 0.8 mgfml (西ドイツ)， 1.0 mgfml (スイス， デンマーク)， アメリカは州によ
って異なり， 0.5....1.5 mgfmlである。フランス，イタリヤでは特に規定がないのはお国柄と言
えようか。
日本では，医療目的以外の採血には裁判官の令状が必要であり，血中アルコールの定量は一
般には行なわれていない。飲酒は交通事故ばかりでなく，その他の犯罪とも深い係りをもって
いるのであるから加害者からも被害者からも採血して，問題をより科学的に処理する気運の
到来が強く望まれるところである。
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